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【ソフト分野・中間評価】 

番号 
領

域 
ﾀｲﾌﾟ 研究課題名とその概要 研究代表者 H20 委託額

（万円） 

中間 
評価 
（案）※

課題名 
サービスイノベーション型空間情報社会基
盤に関する研究開発 

20-1 ３ Ⅱ 

概要 

デジタル道路地図の迅速な更新を契機とするサー
ビスイノベーションにつながるフラッグシップ的
な実験プロジェクトを立ち上げるため、道路地図
コンテンツの流通活性化のためのニーズと課題の
整理を行い、地図更新情報の自動収集技術の開発
を実施する。 

東京大学 

特任講師 

関本 義秀 

1,798 Ｂ 

課題名 
IT を活用した合理的な事業マネジメントシ
ステムに関する研究開発 

20-2 ４ Ⅱ 

概要 

道路資産の老朽化に伴い維持管理がますます重要
な課題となる中、限られた人員の中で、多様化す
る利用者ニーズへの対応や工事施工や維持管理業
務の円滑な実施・管理が求められている。このた
め、以下の方法を用いて、ＩＴを活用した合理的
な事業マネジメントシステムの確立を目指す。 
１）ＥＡ（エンタープライズ・アーキテクチャ）
による道路行政の業務・システムの分析 

２）重要情報データベースと履歴情報アーカイブ
の設計 

３）「ＩＴを活用した履歴管理と現場業務の省力化
の実験（別途実施）」の成果の反映 

４）段階的な改善方策の検討及びとりまとめ 

東京大学 

特任教授 

石川 雄章 

1,898 Ｂ 

課題名 
自転車等の中速グリーンモードに配慮した
道路空間構成技術に関する研究 

20-3 ５ Ⅰ 

概要 

都市交通のグリーン化を促進するため、我が国に
おける自転車等の中速型グリーンモードの役割を
明確にし、それを支える道路空間システム（空間
構成、ルール、情報提供）を構成する技術体系構
築のため、共存性・情報伝達性の視点から新しい
道路交通政策および道路空間構成のあり方を研究
する。 

徳島大学 

大学院教授 

山中 英生 

700 Ｂ 

 
 

※中間評価：研究継続の妥当性評価 

Ａ：現行のとおり推進 研究は順調に実施されており、現行のとおり推進することによって十分な研究目的が

達成される見込みである。 
Ｂ：現行のとおり推進 
（指摘事項有り） 

研究は順調に実施されているものの、十分な研究目的を達成するためには、評価者

からの指摘事項に留意の上、推進することが必要である。 
Ｃ：研究計画を修正の上

推進 
このままでは十分な研究目的の達成が期待できないと思われるので、評価者からの

指摘事項を踏まえ、研究計画を修正の上、推進することが必要である。 

Ｄ：中 止 現在までの進捗状況に鑑み、研究目的の達成が困難と思われるので、研究を中止す

ることが妥当と判断される。 
 
 

※※ 革新的研究調査（FS）評価：研究継続（新規課題としての採択）の妥当性評価 

Ａ：新規課題として採択 実現性は十分あると評価する。よって、次年度から新規課題として採択し、引き続き

研究を継続する。 
Ｂ：新規課題として採択

（指摘事項有り） 
実現性はあると評価するが、研究目標を十分達成するためには、評価者からの指摘

事項に留意が必要。次年度から新規課題として採択し、引き続き研究を継続する。 

Ｄ：不採択 実現性はほとんどなく、研究目標を達成することは困難と思われるので、研究を中止

することが妥当と判断される。 
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評価 
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課題名
凍結融解作用を受ける斜面の崩壊予知・災害危険
度評価システムの確立 

19-1 ７ Ⅱ

概要

凍結融解履歴あるいは融雪や降雨等の乾湿履歴に伴う
構成地盤材料の力学特性の変化に着目し、積雪寒冷地
にある破砕性粒状層を含む帯水斜面の安定解析手法を
実務設計レベルで確立するとともに、寒冷地域の地盤
情報データベースや凍結融解作用を受ける斜面の崩壊
予知・災害危険度評価システムを構築する。 

北海道大学 

大学院教授 

三浦 清一 

1,400 Ｂ 

課題名
津波による道路構造物の被害予測とその軽減策
に関する研究 

19-2 ７ Ⅰ

概要

津波による道路構造物の被害を防ぐため、津波が道路
構造物に及ぼす影響について、以下の手法を用いて検
討するとともに、その軽減方策を確立する。 
1)スマトラ沖地震による道路構造物の被害状況の分析 
2)津波再現水理実験および設計手法の確立 
3)モデル地区を対象とした津波被害予測 

九州工業大学

教授 

幸佐 賢二 

1,000 Ｂ 

課題名
各種道路橋床版における疲労損傷の非破壊検査
システムに関する研究開発 

19-3 ８ Ⅱ

概要

道路橋に使用される主な 3 種類の床版（鋼床版、鉄筋
コンクリート（RC）床版、鋼・コンクリート合成床版）
に発生する疲労損傷の中で、現場での目視確認が困難
な為に大きな問題となっている損傷を対象とし、高精
度で検査効率の高い非破壊検査システムを構築するこ
とを目的とした技術の開発と実用化を目指す。 

大阪大学 

大学院教授 

鎌田 敏郎 
2,400

Ｂ 

課題名
緻密でよく曲がるセメント系材料を用いた補
修・補強工法 

20-5 ８ Ⅰ

概要

優れた「力学性能」，「耐久性」，および「施工性」を有
した緻密でよく曲がる”超高強度ひずみ硬化型セメン
ト系複合材料（UHP-SHCC）”を用いたコンクリート構
造物の補修・補強工法の開発・実用化を目指す。 

名古屋大学 

教授 

中村 光 

800 Ａ 
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課題名
レーザー波干渉を利用した亀裂性岩塊の遠隔か
ら安全な安定調査法の確立 

20-4 ７ Ⅱ

概要 

亀裂性岩盤斜面の安定度評価法として、遠隔から非接
触で安全に調査できるレーザー波の干渉を利用する
方法を提案するともに、模型実験等を通して、提案手
法の実務への適用性を確立する。 
本格的な研究に先立ち、亀裂性岩塊による災害発生危
険度の現状把握、既存の安定性調査法との比較による
提案手法の優位性調査、提案手法の現場計測への適用
性検証のための計測実験などを行い、提案手法の実行
可能性について検討する。 

岐阜大学 

教授 

八嶋 厚 

300
Ｂ 

【本採択】

資料１－２

＊網掛け部分は H20 年度採択の研究課題を示す。


